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概要 

LB1929は、3相ブラシレスモータドライバであり、LBP,PPC等のドラムモータ,紙送りモータ等の駆動 

に最適である。ダイレクトPWM駆動により、パワーロスの少ない駆動が可能であり、速度制御回路,FG

アンプ等の周辺回路内蔵により、1チップで駆動回路を構成できる。 

 

特長 

・3相バイポーラ駆動(30V,3.5A) 

・ダイレクトPWM駆動方式 

・出力下側キックバック吸収用ダイオード内蔵 

・速度ディスクリ＋PLL速度制御方式 

・速度ロック検知出力 

・正逆転切換え回路内蔵 

・電流制限回路,過熱保護回路,モータ拘束保護回路等の各種保護回路内蔵 

 

絶対最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

最大電源電圧 VCC max  30 V 

最大出力電流 IO max t≦500ms 3.5 A 

許容消費電力1 Pd max1 IC単体 3 W 

許容消費電力2 Pd max2 無限大放熱板付 20 W 

動作周囲温度 Topr  －20～＋80 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  －55～＋150 ℃ 

 

 

 

 

許容動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

電源電圧範囲１ VCC  9.5～28 V 

定電圧出力電流 IREG  0～－30 mA 

LD出力電流 ILD  0～15 mA 

 

 
 

 

 

 

 

注文コードNo.N7099A 

モノリシックディジタル集積回路 

OA用 3相ブラシレス 
モータドライバ 

データシート No.N7099 をさしかえてください。 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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電気的特性/Ta=25℃,VCC=VM=24V 

項目 記号 条件 min typ max unit

電源電流1 ICC1  23 30 mA 

電源電流2 ICC2 STOP時 3.5 5.0 mA 

出力部 

出力飽和電圧1 VOsat1 IO=1.0A,VO(SINK)＋VO(SOURCE) 2.0 2.5 V 

出力飽和電圧2 VOsat2 IO=2.0A,VO(SINK)＋VO(SOURCE) 2.6 3.2 V 

出力リーク電流 IOleak   100 μA 

下側ダイオード順電圧1 VD1 ID=－1.0A 1.2 1.5 V 

下側ダイオード順電圧2 VD2 ID=－2.0A 1.5 2.0 V 

5V定電圧出力 

出力電圧 VREG IO=－5mA 4.65 5.00 5.35 V 

電圧変動 ΔVREG1 VCC=9.5～28V 30 100 mV 

負荷変動 ΔVREG2 IO=－5～－20mA 20 100 mV 

ホールアンプ 

入力バイアス電流 IHB  －2 －0.5  μA 

同相入力電圧範囲 VICM  1.5  VREG-1.5 V 

ホール入力感度   80   mVp-p

ヒステリシス幅 ΔVIN  15 24 42 mV 

入力電圧L→H VSLH  12  mV 

入力電圧H→L VSHL  －12  mV 

PWM発振回路 

出力Hレベル電圧 VOH(PWM)  2.5 2.8 3.1 V 

出力Lレベル電圧 VOL(PWM)  1.2 1.5 1.8 V 

発振周波数 f(PWM) C=3900pF 18  kHz 

振幅 V(PWM)  1.05 1.30 1.55 Vp-p

CSD回路 

動作電圧 VOH(CSD)  3.6 3.9 4.2 V 

外付C充電電流 ICHG  －17 －12 －9 μA 

動作時間 T(CSD) C=10μF 設計目標値※ 3.3  s 

電流制限動作 

リミッタ VRF VCC-VM 0.45 0.5 0.55 V 

熱しゃ断動作 

熱しゃ断動作温度 TSD 設計目標値※(接合温度) 150 180  ℃ 

ヒステリシス幅 ΔTSD 設計目標値※(接合温度) 50  ℃ 

※設計目標値であり、測定は行わない。 次ページへ続く。
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前ページより続く。 

項目 記号 条件 min typ max unit

FGアンプ 

入力オフセット電圧 VIO(FG)  －10  10 mV 

入力バイアス電流 IB(FG)  －1  1 μA 

出力Hレベル電圧 VOH(FG) IFGO=－0.2mA VREG-1.2 VREG-0.8  V 

出力Lレベル電圧 VOL(FG) IFGO=0.2mA 0.8 1.2 V 

FG入力感度  GAIN 100倍 3   mV 

次段のシュミット幅  設計目標値※ 100 180 250 mV 

動作周波数範囲    2 kHz 

オープンループGAIN  f(FG)=2kHz 45 51  dB 

速度ディスクリ 

出力Hレベル電圧 VOH(D) IDO=－0.1mA VREG-1.0 VREG-0.7  V 

出力Lレベル電圧 VOL(D) IDO=0.1mA 0.8 1.1 V 

カウント数   512   

PLL出力 

出力Hレベル電圧 VOH(P) IPO=－0.1mA VREG-1.8 VREG-1.5 VREG-1.2 V 

出力Lレベル電圧 VOL(P) IPO=0.1mA 1.2 1.5 1.8 V 

ロック検出 

出力Lレベル電圧 VOL(LD) ILD=10mA 0.15 0.5 V 

ロック範囲   6.25  % 

積分器 

入力バイアス電流 IB(INT)  －0.4  0.4 μA 

出力Hレベル電圧 VOH(INT) IINTO=－0.2mA VREG-1.2 VREG-0.8  V 

出力Lレベル電圧 VOL(INT) IINTO=0.2mA 0.8 1.2 V 

オープンループGAIN  f(INT)=1kHz 45 51  dB 

利得帯域幅積  設計目標値※ 450  kHz 

基準電圧  設計目標値※ －5% VREG/2 5% V 

水晶発振器 

動作周波数範囲 fOSC  3  10 MHz 

Lレベル端子電圧 VOSCL IOSC=－0.5mA 1.65  V 

Hレベル端子電流 IOSCH VOSC=VOSCL＋0.3V 0.4  mA 

スタート/ストップ端子 

Hレベル入力電圧範囲 VIH(S/S)  3.5  VREG V 

Lレベル入力電圧範囲 VIL(S/S)  0  1.5 V 

入力オープン電圧 VIO(S/S)  VREG-0.5  VREG V 

ヒステリシス幅 ΔVIN  0.35 0.50 0.65 V 

Hレベル入力電流 IIH(S/S) V(S/S)=VREG －10 0 10 μA 

Lレベル入力電流 IIL(S/S) V(S/S)=0V －280 －210  μA 

※設計目標値であり、測定は行わない。 次ページへ続く。
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前ページより続く。 

項目 記号 条件 min typ max unit

正逆転端子 

Hレベル入力電圧範囲 VIH(F/R)  3.5  VREG V 

Lレベル入力電圧範囲 VIL(F/R)  0  1.5 V 

入力オープン電圧 VIO(F/R)  VREG-0.5  VREG V 

ヒステリシス幅 ΔVIN  0.35 0.50 0.65 V 

Hレベル入力電流 IIH(F/R) V(F/R)=VREG －10 0 10 μA 

Lレベル入力電流 IIL(F/R) V(F/R)=0V －280 －210  μA 

 

外形図 

unit:mm (typ) 

3147C 

 

 

ピン配置図 
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LB1929
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Top view 
 

水晶発振周波数foscとFG周波数fFGの関係は、次の様になる。 

  fFG(サーボ)＝fOSC/(ECL16分周×カウント数) 

 ＝fOSC/8192 
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真理値表 

Source F/R=“L” F/R=“H” 
 

Sink IN1 IN2 IN3 IN1 IN2 IN3

1 OUT2→OUT1 H L H L H L 

2 OUT3→OUT1 H L L L H H 

3 OUT3→OUT2 H H L L L H 

4 OUT1→OUT2 L H L H L H 

5 OUT1→OUT3 L H H H L L 

6 OUT2→OUT3 L L H H H L 

 

ブロック図および応用回路例 
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端子説明 

端子

番号 

端子 

記号 
端子説明 等価回路図 

28 

1 

2 

OUT1 

OUT2 

OUT3 

モータ駆動出力端子。 

出力－VCC 間にショットキバリアダイ

オードを接続する。 

3 GND2 出力部の GND 端子。 

5 VM 出力部の電源端子および出力電流検出

端子。 

VCC 間に低抵抗(Rf)を接続することによ

り出力電流を電圧として検知する。

IOUT=VRF/Rf で設定した電流値に出力電

流が制限される。 

4 VCC 電源端子(出力部以外)  

6 VREG 安定化電源出力端子(5V出力)。 

安定化のため、GND間にコンデンサを接

続する(約0.1μF程度)。 

 

7 PWM PWM発振周波数を設定する端子。 

GND間にコンデンサを接続する。 

C＝3900pFで約18kHzに設定できる。 

 

8 CSD 拘束保護回路の動作時間を設定する端子。

CSD-GND間にコンデンサ(約10μF程度)を

付けることにより、約3.3秒の保護動作

時間を設定できる。 

 

次ページへ続く。
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前ページより続く。 

端子

番号 

端子 

記号 
端子説明 等価回路図 

9 

10 

XI 

XO 

水晶発振端子。水晶発振子を接続すること

により、基準クロックを発生させる。 

外部からクロック(数MHz)を入力する場

合は、約5.1kΩ 程度をXI端子に直列に接

続し、抵抗を通して信号を入力する。その

時、XO端子はオープンとする。 

 

11 INTOUT 積分アンプ出力端子(速度制御端子)。 

12 INTIN 積分アンプ入力端子。 

13 POUT PLL出力端子。 

次ページへ続く。
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前ページより続く。 

端子

番号 

端子 

記号 
端子説明 等価回路図 

14 DOUT 速度ディスクリ出力端子。 

加速→｢H｣,減速→｢L｣。 

 

15 LD 速度ロック検知出力。 

モータの回転数が速度ロック範囲内 

(±6.25%)にある時、｢L｣となる耐圧 

30V max。 

 

16 FG 

OUT 

FGアンプ出力端子。 

17 

18 

FGIN
－ 

FGIN
＋ 

FGアンプ入力端子。 

FGIN
＋とGND間にコンデンサ(約0.1μF

程度)を付けることにより、 

ロジック回路部に初期リセットをか

ける。 

19 S/S スタート/ストップ制御端子。 

スタート｢L｣：0V～1.5V 

ストップ｢H｣：3.5V～VREG 

オープン時、｢H｣レベルとなる。 

ヒステリシス幅 約0.5V。 

次ページへ続く。
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前ページより続く。 

端子

番号 

端子 

記号 
端子説明 等価回路図 

20 GND1 GND 端子(出力部以外)。  

22 

21 

24 

23 

26 

25 

 

 

 

IN1＋ 

IN1－ 

IN2＋ 

IN2－ 

IN3＋ 

IN3－ 

ホール入力端子。 

IN1＋＞IN1－で｢H｣、逆は｢L｣とする。ホー

ル信号は 100mVp-p (差動)以上の 

振幅が望ましい。ホール信号のノイズ 

が問題となる場合は、IN1＋,IN1－間に 

コンデンサを接続する。 

27 F/R 正転/逆転制御端子。 

正転｢L｣：0V～1.5V 

逆転｢H｣：3.5V～VREG 

オープン時、｢H｣レベルとなる。 

ヒステリシス幅 約 0.5V。 

 

 

LB1929の概要 

1. 速度制御回路 

本ICは、速度ディスクリ回路およびPLL回路の併用により速度制御を行っている。速度制御回路

はFGの２周期に１回誤差信号を出力する(FGの１周期をカウント)。PLL回路はFGの１周期に１回

位相誤差信号を出力する。 

FGサーボ周波数は次の式で決まるので、FGパルス数,水晶発振周波数によりモータの回転数を設

定する。 

fFG(サーボ)＝fOSC/8192 

 fOSC：水晶発振周波数 

2. 出力駆動回路 

本ICは、出力での電力損失(パワーロス)を少なくするために、ダイレクトPWM駆動方式を採用し

ている。出力Trは、オン時は常に飽和しており、出力がオンするデューティを変化させることに

より、モータの駆動力を調整する。出力のPWMスイッチングは、下側出力Trで行っているため、

OUT－VCC間にはショットキーダイオードを付ける必要がある(逆回復時間の短いダイオードを使用

しないと、下側Trがオンする瞬間にスルー電流が流れるため)。OUT－GND間のダイオードは内蔵され

ている。出力電流が大きいときに問題となる場合(下側キックバック時の波形乱れ等)は、外付け

に整流ダイオードまたはショットキーダイオードを付ける。 

出力ダイオードは、下側のみ内蔵されている。 

 

3. 電流制限回路 

電流制限回路は、I＝VRF/Rf(VRF＝0.5V typ,Rf：電流検出抵抗)で決まる電流で制限(ピーク電流

を制限)する。制限動作としては、出力のオンデューティが小さくなり、電流を抑える。 
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4. パワーセーブ回路 

本ICは、ストップ状態では消費電流を減少させるパワーセーブ状態となる。パワーセーブ状態で

は、大部分の回路のバイアス電流をカットすることにより行っている。パワーセーブ状態におい

ても、5Vレギュレータ出力は出力される。 

 

5. 基準クロック 

速度制御の基準クロックは、次の2通りの入力方法が可能である。 

①水晶発振子による発振 

水晶発振子による発振を行う場合は、下図の様にX'talおよびC,Rを接続する。 

 

C1,R1：発振安定用 

 C3：発振子結合用 

 C2：オーバートーン発振防止用および安定用 

 C4：オーバートーン発振防止用 

 

 

 

(参考値) 

発振周波数(MHz) C1(μF) C2(pF) C3(pF) C4(pF) R1(Ω)  

3～5 0.1 15 47 10 330k 

5～8  0.1 10 47 なし 330k 

8～10  0.1 10 22 なし 330k 

 

本回路および定数は、あくまでも参考値である。水晶発振子の特性および基板の引き回しに

よる浮遊容量等の影響が考えられるため、各メーカにおいて問題がないか検討が必要である。

(基板引き回しにおける注意点) 

水晶発振回路は高周波回路であるため、基板の浮遊容量等の影響を受けやすい回路である。

よって、外付けはできるだけ短い配線とし、線幅も細くする等の考慮が必要である。 

外付け回路では、発振子とC3(C2)間の配線が特に浮遊容量の影響を受けやすいためその引き回

しには、特に注意が必要である。C4は、高周波での負性抵抗値を下げる効果が大きいが、基

本波での負性抵抗値を下げすぎないように注意が必要である。 

②外部クロック(水晶周波数相当 数MHz) 

外部信号源より、水晶発振周波数相当の信号を入力する場合は、XI端子に直列に約5.1kΩ程

度の抵抗を介して入力する。その時、XO端子はオープンとする。 

入力信号レベル 

｢L｣レベル電圧 0V～0.8V 

｢H｣レベル電圧 2.5V～5.0V 

 

6. 速度ロックの範囲 

速度ロックの範囲は定速の±6.25%以内であり、モータの回転数がロック範囲内となると、LD端

子が｢L｣となる(オープンコレクタ出力)。モータの回転数がロック範囲を外れた場合、速度の誤

差に応じてモータ駆動出力のオンデューティが変化し、モータの回転数がロック範囲内となるよ

うに制御がかかる。 

 

7. PWM周波数に関して 

PWM周波数はPWM端子に接続するコンデンサ容量C(F)により決まる。 

 fPWM≒1/(14400×C) 

PWM周波数は15k～25kHz程度が望ましい。接続するコンデンサのGNDは、できるだけけ短い配線で

GND1端子に接続すること。 
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8. ホール入力信号 

ホール入力は、ヒステリシス幅(42mV max)以上の振幅の信号入力が必要である。ノイズ等の影響

を考えると100mV以上の振幅の入力が望ましい。出力相切り替わり時にノイズの影響により、出

力波形に乱れが生じる場合は、ホール入力ピン間(＋,－間)にコンデンサをできるだけピン近傍

で付けること。 

 

9. F/R切り替え 

モータの回転方向の切り替えは、F/R端子で行うことができる。ただし、F/Rの切り替えをモータ

回転状態で行う場合は、次のような注意が必要である。 

・切り替え時のスルー電流に関しては、回路的に対策を行っている。ただし、切り替え時のVCC電圧

の持ち上がり(モータ電流が瞬時的に電源に戻るため)により、定格電圧(30V)を越えないようにす

る必要がある。問題となる場合は、VCC－GND間のコンデンサ容量を大きくする。 

・切り替わり後のモータ電流が電流制限値以上の場合、下側Trはオフするが、上側Trではショート

ブレーキ状態となり、モータ逆起電圧およびコイル抵抗によって決まる電流が流れる。この電流

が定格電流(3.5A)を越えないようにする必要がある（高い回転数でのF/R切り替えは危険である。 

 

10. 拘束保護回路 

モータ拘束時のICおよびモータの保護を行うため、拘束保護回路を内蔵している。スタート状態で

LD出力が一定時間｢H｣(アンロック状態)であると、下側出力Trをオフする。時間設定は、CSD端子に

接続するコンデンサ容量により行う。10μFの容量で約3.3秒の時間設定が可能である。 

(ばらつき約±30%) 

  設定時間(s)≒0.33×C(μF) 
使用するコンデンサに漏れ電流がある場合は、設定時間の誤差等に影響するため考慮が必要である。 

拘束保護状態を解除するには、ストップ状態とするか、電源の再投入(ただし、ストップ状態の 

こと)が必要である。拘束保護回路を使用しない場合は、CSD端子をGNDに接続すること。 

拘束保護を解除するときストップ時間が短いと、コンデンサの電荷を放電しきれないため、再ス

タート時に拘束保護が動作する時間が設定より短くなる。よって、次の式を目安にストップ時間

には余裕を持たせる必要がある(モータ起動過渡状態で再スタートするときも同様)。 

  ストップ時間(ms)≧15×C(μF) 
 

11. 電源安定化 

本ICは出力電流が大きく、且つスイッチング駆動であるため、電源ラインが振られやすい。よって、

VCC端子－GND間には、安定化のために十分な容量のコンデンサを接続する必要がある(数十μF以上)。

接続するコンデンサのGNDは、パワー部のGNDであるGND2端子に付け、できるだけピン近傍に付ける

こと。放熱板等の問題で、コンデンサ(電解)をピン近傍に付けられない場合は、ピン近傍には約

0.1μF程度のセラミックコンデンサを付けること。 

電源の逆接続による破壊防止の目的で、電源ラインにダイオードを挿入する場合は、電源ラインが

特に振られやすくなるため、より大きな容量を選択する必要がある。 

 

12. VREG安定化 

制御回路の電源であるVREG端子(5Vレギュレータ出力)には、安定化のためコンデンサを付けること(約

0.1μF程度)。接続するコンデンサのGNDは、できるだけ短い配線でGND1端子に接続すること。 

 

13. 積分アンプ周辺定数 

積分アンプ部の外付け部品は、ノイズの影響を受けにくいようにできるだけIC近傍に配置すること。

モータからできるだけ離れた配置とすること。 
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